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L.学倫理科 目の実施 について企画 し始 めたのは, 平成 12年 度 の証か ら秋
にかけてであった. 当時は プアカルテ イ ･デ ィベ ロ ップメン ト(ドD)活動や.
ア ウ トカムズ評価な どの言薬が飛び交い始 めた時期 であったが , これ とほぼ
並行 して誼,晒 され てきた Jノ＼BEE 認定に とって必 要な l-,学酢専門科 目とLて対
応す るためであった.
この よ うな新 しい意味での T.学教育及びその周辺の企画 ･実施 を担 当 して
きたのが新工学教育プ EJグラム実施検討委園舎 である. 当時の荒木 光彦婁周
長 の露陀に よ り. この 鼻白会 の 中に 工学倫理 WG ('当時の香山 は故上林 常 彦
教授,武 田倍生教授お よび 田中の 3名) を作 り , _LT_学倫理科 EJの立ち上げ を
目持 した.
lrGで当初か ら食餌 においたのは以 下のよ うなことであった.
(1) r二学部全学科の学生が萱吉井できるよ うにす る.
(2) 各学科 にお け る r功:門的 ｣な _T'_掌編確 でな く, 全学科 の学 生 に とっ
て専門外であって も上学技術者 ･研究者 として姑低隈必 要な知槽 をJ):A
過的に与えることを El指す.
(3) 担 当教官 として.は, いわ ゆ る工学 倫理 の ト- タル な ｢醇門家 ｣に任
せ るよ りは,磨 T一軍 滝の 畢作 り的 な もの と し,各学 科 か ら 1, 2名の
教 L`与‖こ出て頂き,その専門範囲内 での工学 倫理に絡む聞越 を経過 して
もらう.
(4) _工学部時 門科 目は過 密なので, 工学部の 共通科 FIJと して設 定す る と
きは 4回生後期配 当とせ ざるをえない
(5) 全学科 に またが る総益 であ るために,統括的 に教務 閲係 を世話す る
学科二｣E務 室がな く,本 WG が直接 工学部の教務 掛 と共同で この作薬に
当る.
L記の うちで (1)- (3)は相 当に きつい こ とであ るが, これ によ り個
別的 な上学倫理 の概念習得 を 目指す よ りi).1二学部学 生 と して瓜低 限知 って
お くべ き内容 を教授す るこ とと , かつ典通謙虚 を受 けた とい う一一体感 を持 た
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せ ることに血きをおいたためである, これによ ;I)各学科か ら(I)教宮には IZJ学
科の学生のみを相手にするのではないとい う相当な負担を強いることにはな
るが,時間進行的には本科 Hを基に して各学科で独 自の r_単倫理 を潜在する
ようになればそれはそれでよいとい う,過渡的な葺味を持つ もの と想定 した.
さらに, 当時は留印乳 業,JCO,三番 自動輩な どにお ける椛 々の糊姐が起
きていたときでもあ り,単に .JABEE選.定対応 とい うよ りも.工学技術者 ･研
究者 として必要である最低ti艮U)鋸盤 を身につけては しい とい う願望 もあった
この意味で本科 目は全学共通o)^鮮科 FI-1に似た性格 を持つが, L回 生のよう
な ジュニア年令で受冨樫するよ りも,ある除塵工学教 -i'デを受 けて,技術者 とし
て0,)自覚 が出て くる学 隼 の JJが良い とい う考 え方 を した. この ことは上記
(4)を正統化す るか も知れ ない. また (4)の派生廟項 として.卒業単位
の,fI足がちなJ学生に とっての,味方に/よるか も知れない とい う怨珪因 子もゼ
ロではなかった.
科 目の立ち上げに際 しての丑官 ミーティングにおいては,二r.学倫理の弼過
を担 当することに対す る戸惑いの声 もかな りあった. これ は ｢倫理 ｣ と名の
つ く科 目に対す る追巌鳩 ,工学倫理 とい う 剛 ssenS｡hilrL が まだ未確立とい
うイメレ ジが･扱い ことか ら来る不適明感な どが掬い交ぜになっていたためと
推Ei･で きる.少な くとも軍音 自身か ら見て Jt,,確かに当時は 工学倫理 につい
ての教科lETは存在 しなかった.強いて宵 えば, フォ- ド･ピン トiI件やチャ
レンジャーi3･本件 に代表 され るよ うな事例をいくつかぬめて ｢工学倫理 ｣ -.笠
と名乗っていた ものはあった . しか しそれは醗めば辞む ことである し,縛 に
そのP.r'i誹のための描盛をす るほ どで もな く,やは り講座者の経験 と肉7-も;か ら
潜み出るものがほ しいと考えた.このために,特にy.ち上げの際の教官には
ご迷惑 をかけたことになろ うし,かけ続 けているであろ う.すなわち教官に
とって i),おそ らく本科 臼は教授内容の模索継続 を強いる厄介で特異的な型
の ものであろ う.
今回練炭戒心連呼 を料て実施 され た r工学倫理｣科 目の スタッフデ ィベ 【コ
ッIjメン トプ ロジェク トは.初期の 3年 間を走 り終 えた本科 日にとっての一
里塚である. 工学倫理 ミニ シンポジウムでは.異 なる親 .良を持たれ る観散の
工学倫理の専門家か らそれ ぞれの立位で膿演噴いた うえで. この拭師をま じ
えなが ら担 当及び開通教官間でそれぞれの教授内容の柑鞄の交換や間撰者轍
の討議を しあ う場を提供 し,よ りよい耕蓮につなげることを 円指 した,また
参考のために.q'･戚 】5年度の工学倫理維蓮で配 付 された資料の大部分 も記
録と して所戯 した.
このフLIJジ_l･ク トを契機 として.さらに本科 目の内部的発屈に屋づ(改誇,
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あるいは現状形魅の発梶的解消まで も視野 に入れ て多方 面か らU)検討が加 え
られ, よ r)よい 1工学倫理科 Etが確立され ることを切 っている.
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